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会 場 新潟大学医学部第二講義室

1)tJl:T村税落 した食道粗粒細胞腫の 1例

r･ ∴∴ ∴ .･' I. ､

今回我々は食道o)granulL,lreClltumor(GCT)(7)

Fl然脱落例の 1症例を経験 したので報喜する.症例は39

才女性,昭和59年､Lり食道 polypの follow up中,

平成 1年Il月の内視鏡検針で,門歯列より35cm に約 8

mm 径のやや白色凋を滞びたL川Tlm刊の polypを認め

た.生検で胞体U)豊かな多型性(f)腫癌細胞を認め,胞体

内には無数の好酸性和粒をi3'し,核は人町 ご明瞭左核′ト

診断 された.悪性U)可能性をTFデーjtできたいため 卜部食道

噴門切除術を行った,手術標本では魔境は認められず,

自然脱落 したものと考えられた,術後経過は良好で,覗

在まで再発はない.

2)胸部食道癌再建術での鞘部食道胃管吻合に

:畑 十る PCEEA (ハlj●FIH/l三に-I)いて

l'.二乗 隆 二･､l城主浩幸
佐藤 攻･松【日柄己夫
田島 健三や和田 寛治 瑞 賢赤十字病院)

食道輔手術患井U)QuI-1lit/yoflireには手術夜襲を少

しでも軽減し簡単か-)安全に再建することが重要と思わ

れる.我 は々胸部食道癌切除練の再建臓器としては.大

軍側胃管を第-､･選択とLC.1̂ やPCrl:EAを使用 し手

術手技oL)簡素化と時F.;二言1短縮を計-､てきた.GIA によi)

幅 4cm.長さ約35em l二人卜の良い入野側胃管を矧時間

に作成 し.PCll:flIAの使用に⊥i)食道胃管吻合が頚部

特徴である.当科の食道癌症例に一一一)き自動吻合器L')使用

上の工夫とその成績につき報告する.

過去 1年間の胸部食道癌症例は21例であり,P(二Il:ⅠミA

により頚部食道胃管吻合がなされたものは17例である.

再建経路は胸骨後11例,後縦隔6例で端々吻合が7軌

端側吻合が10例である.合併症として縫合不全 3例,吻

合部狭窄 1例を認め,縫合不全はいずれも端側吻合例の

min()rleakageで約 1週間の禁食で軽快 Lた.狭窄は

端々吻合例であり食道ブシ∴-にて治癒 した.今後も症例

を塵ね検討 したい.

3)新潟市 の 消 化 性 潰 慶に対す る外科治療の

実態

粗松 羊̀ ･中村 茂樹
LJr:藤 腎治 ･松尾 仁之

武藤 輝 - (師賀大学第---外相)

我櫓は新潟市内の消化性癖癌手術症例数を集計し争そ

の変遷を検討 したLJ.)で報告IT:々.,.

【対象および方法】1076年かL､,108ミ)年までL')1滴二間

iこ新潟市内17施設て手術か胞子j-さ才lた消化性潰噛1',135

症例を対象Lt二した.198L'隼し7)r････1271--7./か イ)薙,;i;前

を前期,それ以降を緩期として平均年閣手術件数を比較

した.

【結果】難治性潰楊例心拍期に比べ後期では 15Lq例

年かlT)45例 ′隼∴2800に減少していたI..Lil.血例仙洞批20

は 19H5年1_､l降にjZll■凍 .内視鏡的汗.血的ハ普及に十モ:I

魁のと思われた,穿孔例は前期34例/年,後親35例/隼

で変化がみられなかった, しかし,-昨年,昨年と症例

数は減少傾向をこあり,今後の推移が注目されるB

4ト大網充填術滝に胃潰場(/,T津 i穿孔を果たした
1症例

･ ■ ･ ･･ ･･1

(症例1こ17歳男性.胃満場にて内服治埴LT)既往存 i).

をこ問題はなかった軌 比較的若年の独身男性であ り胃切

除後の後遺症左と:今後L7_lQuillityolI_ife も考慮 して.

大網充畷術を選択した事務は病関の腎内視鏡検査では,

穿孔部は再生 卜皮iこ被揮さか トIl'stLlgeに護で車両鞍し

ていた.H2-/i-.リカー等の抗潰場刑ろ:服用Lていたが.

術後16過t]に再穿孔を栗たしたため広範囲胃切除術を施

行 した.

し考案)人網充項術後の再穿孔例を経験 したことにrL

り,以下の事柄に関 して再検討を費すると考えられた*

I. 人網充填術の適応

2. 胃切除術や迷切術などの2次手術の必要性の有無


